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DISPERBYK-195

DISPERBYK-195
水系の印刷インキ、インクジェットインキおよび塗料用VOCフリー湿潤分散剤

製品データ

組成
アルコールエトキシレート

一般性状
本データシートに記載された数値は代表値であり、品質規格ではございません。

密度 (20 °C): 1.04 g/ml
不揮発分 (10分, 150 °C): 35 %
溶剤: 水
酸価: 2 mg KOH/g
アミン価: < 1 mg KOH/g

貯蔵および輸送
0℃以下の温度では濁りや分離を生じることがあります。ご使用前に20℃まで温め、十分に撹拌して下さい。

適用分野

印刷インキ

特長
この添加剤は、立体安定化によって顔料を脱凝集させます。脱凝集された顔料の粒径が小さいため、
着色力が増し、高レベルの光沢を達成することができます。さらに、透明性が増し、粘度が低下します。
少量で効果を発揮し、DISPERBYK-195の添加量が少なくても、ミルベース粘度は強力に低下し、良好な流
動特性を持つコスト効率の高い高充填ピグメントコンセントレートの製造が可能になります。また、本添加剤
は、分散樹脂を使用した場合によく見られる発泡傾向を抑え、着色剤の受容性を向上させます。

推奨用途
DISPERBYK-195は、水性グラビアインキ、フレキソ印刷インキ、スクリーン印刷インキに使用される樹脂含
有ピグメントコンセントレートの製造にお薦めします。

VOC-free (< 1500 ppm)
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推奨添加量
顔料に対して添加剤として:

酸化チタン: 1–3 %
有機顔料: 4–6 %
カーボンブラック: 4–6 %

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
最適な性能を得るためには、添加剤はゆっくりと（撹拌しながら）分散樹脂に加える必要があります。添加剤
が均一に分散してから顔料を添加してください。 

インクジェットインキ

特長
この添加剤は、立体安定化によって顔料を脱凝集さ せます。脱凝集された顔料の粒径が小さいため、
着色力が増し、高レベルの光沢を達成することができます。さらに、透明性が増加し、粘度が減少します。

推奨用途
DISPERBYK-195は、PY150やその他の有機顔料、および樹脂を含まないピグメントコンセントレートのカー
ボンブラックを安定化させるために、水性インクジェットインキでの使用をお薦めします。

推奨添加量
有機顔料とカーボンブラックをベースとした添加剤（荷姿）50～200%

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。
添加方法

添加方法
最適な性能を得るためには、添加剤は顔料を配合する前にミルベースに加える必要があります。

塗料

特長
DISPERBYK-195は、立体安定化によって顔料を脱凝集させます。したがって、高いレベルの光沢を達成す
ることができ、着色力が向上します。さらに、透明性と隠蔽力が向上し、粘度が低下します。また、流動挙動
を最適化し、高充填のピグメントコンセントレートの製造を可能にします。 

この添加剤は、DISPERBYK-199などの他の添加剤と併用して使用することもできます。その結果、顕著な
粘度低下と着色力の向上を実現します。

推奨用途

建築塗料 X

■ 最適     □ 適
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推奨添加量
顔料に対して添加剤として:

無機顔料: 10–30 %
酸化チタン: 2.5–7.5 %
有機顔料: 37–100 %
カーボンブラック: 75–125 %

DISPERBYK-195は、副湿潤分散剤として使用すると、併用している主体となる湿潤分散剤の不揮発分30
～50％を置き換えることができます。

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。
添加方法

最適な性能を得るためには、添加剤は顔料を配合する前にミルベースに加える必要があります。
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